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▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
表
紙
の
写
真
は
、
福
田
中
学
校
区
青
少
年

育
成
協
議
会
の
「
第
15
回
福
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
」、
福
田
小
学
校
・
中
学
校
の
生
徒
２
０

０
名
超
が
レ
ー
ス
の
な
か
で
「
一
生
懸
命
に
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
走
る
姿
」
に
心
打
た
れ
新

年
号
の
表
紙
に
載
せ
ま
し
た
。
学
校
関
係
者
や

自
治
会
、
家
庭
や
行
政
等
が
十
分
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
将
来
を
担
う
「
長
崎
っ
子
」
の
健
全

育
成
、
地
域
の
繋
が
り
を
更
に
深
め
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

▼
長
崎
市
は
、
さ
る
12
月
10
日
長
崎
市
平
和
公

園
に
て
日
米
の
関
係
者
、
日
米
交
流
財
団
ら
の

関
係
者
が
出
席
し
、
米
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
友

好
の
木
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
植
樹
式
」
を
執
り
行

っ
た
。
植
樹
式
に
は
、
時
の
話
題
の
人
「
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
国
全
権
大
使
」

が
参
列
さ
れ
、「
幼
少
時
（
３
歳
）
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
見
た
満
開
の
桜
が
美
し
い
と
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
は
核
軍
縮
の

プ
ロ
セ
ス
を
始
め
た
。
父
を
誇
り
と
し
て
家
族

も
同
じ
思
い
を
共
有
し
て
い
る
」
と
の
挨
拶
を

受
け
、
名
門
ケ
ネ
デ
ィ
家
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
大

使
に
、
日
米
友
好
・
世
界
平
和
へ
の
大
き
な
期

待
を
感
じ
た
。
本
年
も
ご
健
康
で
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
〜
12
月

福田校区OB会第2回グランドゴルフ大会
（平成25年10月26日、長崎サンセットマリーナ）

第14回クリーン作戦in稲佐山
（平成25年11月3日、小榊小学校体育館）

基幹労連長崎県本部結成10周年祈念式典
（平成25年11月９日、ホテル矢太樓）

オープンマルシェ2013青果まつり
（平成25年11月17日、長崎市中央卸売市場）

ながさき実り・恵みの感謝祭
（平成25年11月24日、長崎市水辺の森公園）

キャロライン駐日大使、ハナミズキ植樹式にて
（平成25年12月10日、長崎市平和公園）
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「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」

記
憶
に
残
る
大
会
を
！

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
お
正
月
を
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

は
、
議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
議
会
の
運

営
・
会
議
の
運
営
に
関
す
る
議
会
活
動
、
地

域
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
関
係
者
の
皆
様
方

よ
り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

あ
げ
ま
す
。

本
年
は
、「
君
の
夢
　
は
ば
た
け
今
　
な
が

さ
き
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
10
月
12
日

（
日
）
か
ら
22
日
（
水
）
に
か
け
て
「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
２
０
１
４
（
第
69
回
国
民

体
育
大
会
）」
が
、
11
月
１
日
（
土
）
か
ら
３

日
（
月
・
祝
）
に
は
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

大
会
２
０
１
４
（
第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
県
内
の
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

長
崎
市
で
は
、
国
体
開
催
に
向
け
て
、
市

民
総
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

清
掃
活
動
や
お
も
て
な
し
活
動
な
ど
気
軽
に

誰
で
も
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
45
年
ぶ
り
の
長
崎
国
体
、
競
技
に
出

場
す
る
選
手
・
役
員
、
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
選
手
を
ス
タ
ン
ド
か
ら
応
援
す
る
市

民
・
県
民
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
出
来
る

活
動
に
参
加
し
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
方
々
を

お
も
て
な
し
す
る
こ
と
で
国
体
を
盛
り
上
げ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
国
体
を
機
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
を
持
ち
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
努

め
、
記
憶
に
残
る
大
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。

大
型
10
事
業
で
８
６
５
億
円
を
見
込
む
！

長
崎
市
は
、
中
期
財
政
見
通
し
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
今
後
10
年
間
に
想
定
さ
れ
る
主
な

大
型
事
業
の
試
算
額
を
環
境
経
済
委
員
会
に

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
新
市
庁
舎

建
設
に
約
２
０
０
億
円
、
端
島
（
軍
艦
島
）

整
備
事
業
費
に
約
10
億
円
、
文
化
施
設
整
備

事
業
（
公
会
堂
）
に
約
30
億
円
、
新
市
民
病

院
建
設
事
業
に
約
40
億
円
、
新
西
工
場
建
設

事
業
に
約
80
億
円
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
）
に
約
２
１
０
億
円
、
長
崎

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
約
１
５
４
億

円
、
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
負

担
金
約
88
億
円
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー

ト
（
長
崎
ル
ー
ト
）
負
担
金
約
13
億
円
、
市

道
大
黒
町
築
後
町
１
号
線
（
拡
幅
整
備
）
に

約
40
億
円
、
10
の
大
型
事
業
で
約
８
６
５
億

円
の
総
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
財
政
基
盤
の
弱
い
、
長

崎
市
に
お
い
て
の
大
型
事
業
は
、
子
ど
も
達

の
世
代
へ
大
き
な
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
、
十
分
な
論
議
や
精
査
を
す
る
な
か
で

の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
源
確
保
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
行
財

政
改
革
の
推
進
や
事
業
の
見
直
し
、
税
金
の

有
効
活
用
な
ど
市
民
目
線
に
沿
っ
て
「
活
力

あ
る
長
崎
づ
く
り
」
に
皆
様
方
の
声
を
反
映

し
て
行
き
ま
す
。
本
年
も
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
「
ご
健
康
と
ご
多
幸
」
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

がんばらんば国体・大会をＰＲする「がんばくん」

◆
燃
油
高
騰
対
策
緊
急
支
援
費
補
助
金
…
…
…
…
…
…
７
５
０
万
円

燃
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
長
崎
市
の
重
要
な
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
を
下
支
え
す
る
観
点
か
ら
、
漁
船
用
燃
油
価

格
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援
を
実
施
し
、
漁
業
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
、
国
の
制
度
で
あ
る
「
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
。

・
国
か
ら
の
補
填
金
の
う
ち
漁
業
者
負
担
の
２
分
の
１
相
当
額

を
補
助
。

・
期
間
　
平
成
26
年
１
〜
３
月

◆
端
島
遺
構
状
況
記
録
調
査
費
…
…
…
…
…
…
…
１，
７
４
０
万
円

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
端
島
の
現
状
の
記
録
保
存
を
行
い
、

風
化
の
過
程
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
た
め
お
よ
び
、
取
得
デ
ー
タ
を

基
に
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
今

後
の
保
存
整
備
・
活
用
計
画
の
基

礎
資
料
と
す
る
も
の
。

業
務
委
託
先
　
長
崎
大
学

事
業
期
間
　
平
成
26
年１

〜
５
月

総
事
業
費
　
　
３，
５
７
０
万
円

・
平
成
25
年
　
１，
７
４
０
万
円

（
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
計
測
）

・
平
成
26
年
　
１，
８
３
０
万
円

﹇
債
務
負
担
行
為
﹈

（
解
析
お
よ
び
３
Ｄ
モ
デ
ル
作
成
）

環
境
経
済
委
員
会
報
告（
要
旨
）12
月
10
日
〜
12
日

こ
の
干
支
の
置
物「
午（
馬
）」は
、
雲
仙
市
小

浜
町
の「
よ
ろ
こ
び
の
里
」の
皆
さ
ん
が
製
作
し

た
「
宝
を
持
っ
た
天
神
様
が
馬
に
乗
る
」の
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
作
品
で
す
。
干
支
の
午（
馬
）の
特

徴
は
、
陽
気
で
派
手
好
き
、
人
と
の
付
き
合
い

が
古
い
動
物
で
、
人
の
役
に
立
ち
人
間
も
馬
を

大
事
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
短
所
は
、
反
抗
的
・

落
ち
着
き
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
陽

気
で
華
や
か
な
長
所
を
活
か
し
て
元
気
で
明
る

い
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）の
干
支
の
置
物「
午（
馬
）」

第15回福田ロードレース大会（平成25年12月8日　長崎サンセットマリーナ）

端
島
（
軍
艦
島
）



補正総額20億7,761万6千円（特別会計含む）、72の議案を可決・認定！補正総額20億7,761万6千円（特別会計含む）、72の議案を可決・認定！補正総額20億7,761万6千円（特別会計含む）、72の議案を可決・認定！

補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！補正総額30億4,479万7千円、34議案を可決・同意！

平成25年第４回定例会（11月議会）開催！

的
な
面
で
の
指
導
・
協
力
を
行
な

う
と
と
も
に
工
事
費
用
等
へ
の
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。

再
質
問

平
成
26
年
度
以
降
の
保

存
管
理
や
修
理
の
計
画
は
？

回
答
　
こ
れ
ま
で
の
主
な
保
存
修

理
は
、
旧
長
崎
税
関
下
が
り
松
派

出
所
保
存
修
理
費
が
約
４
億
７
千

万
円
、
旧
香
港
上
海
銀
行
長
崎
支

店
保
存
修
理
費
が
約
８
億
円
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
グ
ラ
バ
ー
園

内
に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
旧

グ
ラ
バ
ー
住
宅
、
旧
オ
ル
ト
住
宅
、

旧
リ
ン
ガ
ー
住
宅
の
３
棟
及
び
伝

統
的
建
造
物
６
棟
の
保
存
活
用
計

画
を
平
成
26
年
度
に
か
け
て
策
定

し
て
い
る
。
こ
の
９
棟
は
、
平
成

27
年
度
以
降
に
耐
震
診
断
・
設
計

を
行
い
、
全
体
の
保
存
修
理
は
平

成
34
年
度
ま
で
を
予
定
し
、
保
存

修
理
費
は
相
当
額
の
費
用
が
か
か

る
。要

望
　
文
化
財
建
造
物
の
総
合

的
な
保
存
。
活
用
方
法
は
、
財

政
面
を
含
め
た
な
か
で
検
討
を

行
う
こ
と
。
文
化
財
保
存
管
理

計
画
や
保
存
修
理
計
画
に
つ
い

て
は
、
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
早

期
に
目
途
を
決
め
て
策
定
す
る

こ
と
。
文
化
財
に
関
連
す
る
国

の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
財
源

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

国
・
県
に
対
し
て
の
特
定
建
造

物
に
対
す
る
補
助
率
の
見
直
し

な
ど
協
議
す
る
こ
と
。

質
問

重
要
文
化
財
耐
震
診
断
指

針
へ
の
対
応
は
？

回
答
　
平
成
24
年
６
月
に
文
化
庁

よ
り
、
新
た
に
登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
及
び
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
内
の
伝
統
的
建
造
物
に

も
耐
震
対
策
の
推
進
が
示
さ
れ
た
。

現
在
、
長
崎
市
内
に
は
、
国
宝
・

重
要
文
化
財
の
建
造
物
が
23
件
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の

国
宝
・
重
要
文
化
財
以
外
の
伝
統

的
建
造
物
が
43
件
、
登
録
有
形
文

化
財
建
造
物
が
23
件
、
そ
の
う
ち

◆
職
員
給
与
費
等

…
▲
１
億
２，
８
４
３
万
５
千
円

◆
財
政
調
整
基
金
積
立
金

…
８
億
３，
７
２
３
万
円

◆
観
光
施
設
整
備
基
金
積
立
金

…
５，
７
２
０
万
２
千
円

◆
自
治
基
本
条
例
検
討
費

…
１
８
３
万
２
千
円

◆
過
誤
納
還
付
金

…
６，
４
９
２
万
８
千
円

◆
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
登

録
推
進
費
…
…
…
４
６
０
万
円

◆
国
・
県
支
出
金
等
返
還
金

…
７
億
１，
９
６
９
万
９
千
円

◆
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
…
…
…
…
…
…
３，
０
０
０
万
円

◆
児
童
福
祉
整
備
事
業
費

認
定
こ
ど
も
園

…
１
億
３，
１
３
６
万
６
千
円

民
間
保
育
所
…
４，
７
２
５
万
円

補
正
予
算
の
主
な
内
容

耐
震
対
策
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の

は
、
重
要
文
化
財
旧
出
津
救
助
院

授
産
場
と
伝
統
的
建
造
物
東
山
手

甲
13
番
館
の
２
件
の
み
で
あ
る
。

再
質
問

財
源
を
含
め
て
ど
の
よ

う
に
耐
震
対
策
を
進
め
る
の
か
？

回
答
　
国
や
県
の
補
助
な
ど
財
源

を
確
保
し
て
、
今
後
、
文
化
財
保

護
行
政
を
進
め
る
た
め
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
「
歴
史
文
化
基
本
構

想
」
の
中
で
、
基
本
的
な
方
針
等

を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
件
ご
と

に
建
物
の
劣
化
の
度
合
い
や
利
用

形
態
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
た
形
で
計
画
的
に
耐
震

対
策
を
進
め
て
行
く
。

質
問
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
取
り
組
み
は
？

回
答
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
、
現
在
、
市
内
25
箇
所
に
開
設

し
て
お
り
参
加
者
の
実
人
員
は
９

７
５
人
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者

は
２
５
３
人
と
な
っ
て
い
る
。
サ

ロ
ン
は
、「
支
え
る
側
」と「
支
え
ら

れ
る
側
」が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
楽

し
み
な
が
ら
参
加
し
、
交
流
が
出

来
る
事
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
サ

ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
絆

が
深
ま
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
の
地
域

活
動
へ
も
発
展
し
て
い
る
。
今
後

も
サ
ロ
ン
は
、
自
治
会
や
民
生
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
地
域
の
方
々
と
協
働
し
、

全
小
学
校
区
に
１
箇
所
以
上
の
開

設
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

そ
の
他
、
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
に
伴
う
今
後
の
方
向
性
、

な
が
さ
き
海
洋
・
環
境
産
業
拠

点
特
区
お
よ
び
実
践
型
地
域
雇

用
創
造
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
質
問
・
要
望
内
容
は
、

井
上
重
久
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会

報
告
）の
な
か
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ア
ク
セ
ス
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
香
港
上
海
銀
行
長
崎
支
店
記
念
館
」

国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
長
崎
税
関
下
が
り
松
派
出
所
」

質
問

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
推
薦
決
定
か
ら
の
取
り
組

み
は
？

回
答
　
現
在
、
端
島
炭
鉱
等
調
査

検
討
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

端
島
の
「
護
岸
」「
生
産
施
設
」

「
居
住
施
設
」
の
エ
リ
ア
に
属
す
る

遺
構
に
つ
い
て
、
歴
史
的
価
値
、

産
業
施
設
と
し
て
の
景
観
、
現
時

点
で
の
劣
化
状
況
な
ど
を
勘
案
し

た
う
え
で
、
保
存
整
備
の
優
先
順

位
を
つ
け
る
作
業
を
行
い
、
関
係

機
関
と
協
議
の
う
え
来
年
１
月
末

ま
で
に
、
史
跡
指
定
の
意
見
具
申

を
文
化
庁
へ
行
う
事
に
し
て
い
る
。

推
薦
書
や
付
属
書
類
に
つ
い
て

も
、
構
成
資
産
の
価
値
の
表
現
を

一
般
質
問
（
要
旨
）

一般質問 12回目の登壇（平成25年12月５日、本会議）

長
崎
市
議
会
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
（
11
月
議
会
）
は
、
11
月
29
日

に
開
会
し
12
月
18
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議

会
の
補
正
予
算
は
、
平
成
24
年
度
決
算
剰
余
金
の
一
部
を
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
金
８
億
３，
７
２
３
万
円
、
過
年
度
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
う

国
・
県
市
支
出
金
等
返
還
金
７
億
１，
９
６
９
万
９
千
円
、
端
島
遺
構
状
況

記
録
調
査
費
１，
７
４
０
万
円
等
、
一
般
会
計
補
正
予
算
18
億
５，
７
２
１

万
４
千
円
、
特
別
会
計
補
正
予
算
２
億
２，
０
４
０
万
２
千
円
の
総
額
20
億

７，
７
６
１
万
６
千
円
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
で
は
、
県
と
市
が
旧
香
港
上
海
銀
行
長
崎
支
店
記
念
館
に

「
長
崎
近
代
交
流
史
と
孫
文
・
梅
屋
庄
吉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
設
置
の
条
例
改

正
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
改
革
を
行

な
う
た
め
消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
事
に
伴
う
、
公
の
施
設
等
の

使
用
料
を
一
部
改
正
す
る
条
例
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
等
を
勘

案
し
神
浦
中
学
校
を
黒
崎
中
学
校
に
統
合
す
る
の
に
伴
い
、
神
浦
中
学
校

を
廃
止
す
る
条
例
改
正
な
ど
72
議
案
を
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
崎
市
立
市
民
病
院
及
び
長
崎
市
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
名
称

を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う
、
地
方
独
立
行
政
法
人
長
崎
市
立
病
院
機
構
定

款
変
更
や
中
期
目
標
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
長
崎
市
と
同
機
構
の
連
携
強

化
、
新
名
称
に
込
め
ら
れ
た
よ
り
良
い
病
院
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る
付

帯
決
議
を
付
け
ま
し
た
。

よ
り
良
い
も
の
に
改
め
る
な
ど
、

内
容
の
熟
度
を
上
げ
て
行
く
作
業

を
、
国
や
協
議
会
事
務
局
な
ど
と

連
携
し
て
い
く
。
来
年
夏
の
イ
コ

モ
ス
調
査
ま
で
に
保
存
管
理
の
基

本
方
針
、
保
存
管
理
上
の
課
題
と

対
策
、
維
持
管
理
の
方
法
、
現
状

変
更
の
取
扱
い
方
針
及
び
基
準
な

ど
を
定
め
る
事
に
し
て
い
る
。
高

島
炭
鉱
周
辺
の
環
境
を
守
る
た
め

の
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
景
観
形
成

重
点
地
区
の
指
定
、
４
つ
の
稼
働

資
産
及
び
小
菅
修
船
場
跡
の
史
跡

範
囲
外
に
あ
る
石
垣
や
階
段
な
ど

歴
史
的
構
造
物
を
保
護
す
る
た
め
、

景
観
重
要
建
造
物
の
指
定
に
つ
い

て
も
所
要
の
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
に

か
け
て
、
端
島
炭
鉱
・
高
島
炭
鉱

の
遺
構
に
つ
い
て
、
事
業
費
を
含

め
具
体
的
な
整
備
活
用
計
画
を
策

定
す
る
。

質
問

「
長
崎
の
教
会
群
」
の
見

直
し
及
び
取
り
組
み
は
？

回
答
　
イ
コ
モ
ス
対
策
と
し
て
の

修
景
・
景
観
整
備
及
び
登
録
後
を

見
据
え
た
来
訪
者
受
入
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。
資
産
の
保
存

及
び
整
備
活
用
に
関
す
る
体
制
づ

く
り
に
早
期
に
着
手
す
る
。
国
に

対
す
る
要
望
活
動
な
ど
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
長
崎
県
世
界
遺
産
登

録
推
進
県
民
会
議
に
お
い
て
も
、

12
月
末
に
第
３
回
の
総
会
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
機
運
の
醸

成
と
更
な
る
向
上
を
図
る
。
来
訪

者
の
受
入
体
制
は
、
教
会
堂
の
見

学
予
約
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
受
入

体
制
の
構
築
と
、
来
訪
者
等
に
対

し
教
会
群
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
「
長
崎
の
教
会
群
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問

文
化
財
の
保
存
管
理
は
？

回
答

長
崎
市
の
文
化
財
の
指
定

・
登
録
件
数
は
、
平
成
25
年
８
月

31
日
現
在
、
２
４
９
件
の
国
・
県
・

市
文
化
財
と
31
件
の
登
録
文
化
財

が
あ
る
。
文
化
財
の
保
存
管
理
は
、

海
外
と
の
交
流
の
足
跡
や
培
わ
れ

た
独
特
の
文
化
を
示
す
様
々
な
歴

史
・
文
化
遺
産
が
、
生
活
や
街
並

み
の
中
に
保
存
継
承
さ
れ
て
お
り
、

特
に
貴
重
な
も
の
は
保
護
に
努
め

て
い
る
。
な
か
で
も
文
化
財
建
造

物
は
、
通
常
の
維
持
管
理
を
継
続

し
、
経
年
に
よ
る
劣
化
等
に
対
し

て
定
期
的
な
保
存
修
理
は
不
可
欠

で
あ
り
、
適
切
な
時
期
に
保
存
管

理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

民
間
が
所
有
す
る
文
化
財
建
造
物

の
保
存
修
理
・
整
備
等
は
、
技
術


